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竜馬がゆく 

～坂本龍馬の足跡を追って歴史探訪～ 

図書館長 友安 一夫   

 

 最近、といってもここ 10 年ぐらいの話です

が、私が「司馬遼太郎の小説は読んだことがな

い」とある友達に話すと「それは老後の良い楽

しみですね。『竜馬がゆく』は面白いですよ」と

言うのです。その時は社交辞令で「それなら老

後の楽しみにしておきますか」というやり取り

をしたことを今でも覚えています。ただ、残念

なことに私の老後の楽しみの一つは消えてし

まいました。この寄稿を書いている時点で『竜

馬がゆく』を読み終えてしまったからです。私

の友人のオススメでしたが、想像を超えた面白

さでした。この想像を超えた面白さをこの「図

書館だより」の寄稿に落とし込むには私の力量

ではなかなか難しいところですが、私なりにその思いをたどたどしくですが紡

いでみたいと思います。 

俳優の武田鉄矢がボーカルで 1971年に結成された「海援隊」というフォーク

グループがあります。私が小学生のときのことですが、当時一世風靡したドラマ

「3年 B組金八先生」の主題歌「贈る言葉」をこの「海援隊」が歌っていたこと

で知りました。この「海援隊」のグループ名ですが、武田鉄矢はこの『竜馬がゆ

く』を高校生の頃に読み、坂本龍馬の熱烈なファンになり、坂本龍馬が立ち上げ

た私設海軍「海援隊」の名からグループ名を取ったらしいのです。それぐらい武

田鉄矢の心に深く残ったということが今となっては私にも理解できるようにな

りました。 

さて、司馬遼太郎はこの『竜馬がゆく』の執筆する際に、坂本龍馬に関係する

資料を“神田神保町の神田古書店街の複数店に依頼し、ワゴン車 1 台分の１４

００万円相当（1962 年以前の話と思われる）の古書・古文書を集め購入した”、

という話があります1。1960年代の 1万円の価値というのがどのぐらいなのか気

 
1 Wikipedia 「竜馬がゆく」の「逸話」参照 

塩浸温泉龍馬公園 

2025 年 2 月 図書館長撮影 
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になったので、「日本円消費者物価計算機」のサイトで現在の価値に換算してみ

ると、約４倍のようです。このため、現在の貨幣価値に換算すれば 6000万円分

を買い占めたようなのです。資料だけでも 6000万円前後が投入され、その膨大

な資料に彼はすべて目を通し、執筆したそうです。例えてみれば、6000 万円分

の資料を司馬遼太郎の脳内溶解炉に落とし込み、それを『竜馬がゆく』に昇華さ

せたということです。我々凡人であれば書籍を購入すると購入した安心感から

積読で終わってしまうことも往々にしてなくはないですが、司馬遼太郎はどう

も違うらしいのです。どこかで読んだ司馬遼太郎の逸話の記憶をたどると、資料

を読むスピードは常人では考えられないスピードで読んでいたといわれていま

す。速読の達人というかオタクな言い方をすれば、ニュータイプ2だったのでし

ょうか。要するに、ある意味 6000万円相当の価値がこの『竜馬がゆく』の 8巻

にギュッと凝縮されているのです。司馬遼太郎は膨大な資料から抽出した珠玉

の龍馬伝を自身の研ぎ澄まされた歴史観を背景に一文字一文字を紡いだ作品と

いえるのではと思います。「神は細部に宿る」という言葉がありますが、まさに、

細部にわたり、『竜馬がゆく』はリアルなのです。この小説を読んでいて面白い

ところは、フィクションの小説（概略はノンフィクションですが、小説なので当

然フィクションです）の中に歴史解説が何故かちりばめられているという点で

す。資料に基づく説明であったり、彼が取材したときの現地の人とのやり取りの

エピソードだったり、書かなくてもよさそうなことすらその時の情景が思い浮

かぶように詳細に書き留めてあるのです。そして、その記述が、不思議と読者を

引き込んでいく気がします。私も例外にもれずこの手法に引き込まれた一人で

す。この歴史解説コラムがちりばめられているためか、『竜馬がゆく』をノンフ

ィクションの歴史小説と思っている人もいなくもないらしいのです。ちなみに、

私も『竜馬がゆく』はある意味フィクションだと一応の理解はしていますが、一

歩引いて少し遠目に眺めれば、この『竜馬がゆく』は限りなくノンフィクション

に近いのではと思っている一人だったりします。実際、この本を読み終え「図書

館だより」を書いている今現在であっても、ふと気になったことは Googleで検

索しています。『竜馬がゆく』を読むとそのフィクションである小説の世界でな

く、実際の歴史と坂本竜馬の実像に興味が移っていくのです。それぐらい、この

司馬遼太郎の『竜馬がゆく』は読者の興味を歴史に向けさせる精巧なからくり仕

掛けの読み物となっています。人によってはさらに維新回天の実像に迫りたい

と思ったり、彼の世界観をもっと知りたいと思ったり、まさに一編の小説が読ん

だ人の世界観をさらに押し広げてくれる起爆剤となり得る不思議な小説です。

この点において司馬遼太郎の小説は、本当にオススメの本だと思います。実際、

 
2 Wikipedia 「ガンダム」シリーズに出てくる架空の概念で時空を超えた非言語的コミュニケーション能力を獲得し、

超人的な直感力と観察力と洞察力を持つものと定義されているが、その概念は明確でない。 
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この『竜馬がゆく』の紙・電子媒体での累計発行部数は約 2500万部だそうです。

これだけ多くの人に読まれた小説なのですから、おそらく日本で一番感動を与

えた小説なのではないでしょうか。 

さて、賛否両論あるかもしれない司馬遼太郎の

脱線歴史コラムで記憶に残っているのが、「絵堂の

戦い」です。正確には大田・絵堂戦役というようで

す。絵堂というのは、山口県の景勝地で有名な秋吉

台やサファリパークがあるところの近くの地区と

説明するとどのあたりかなんとなく想像してもら

えるのではないかと思います。この絵堂は今とな

っては打ち捨てられたようなさびれた農村です。

この絵堂での戦い（1865 年 1 月 6 日開戦）が、維

新回天の起点、大風呂敷を広げれば近代日本の礎と

なった戦役のなのです。その万感

の思いをもってその地に立つと

160 年前の雄叫びが地の底から湧

き上がってくるような気がし、感

慨深いものがあります。現在では

大正 15年に建立された「絵堂戦跡

記念碑」のオベリスクが寂しげに

立ち、その傍には大田・絵堂戦役で

萩政府軍先方隊が本陣としていた

藤井邸の門が移設保存されてお

り、その門の右柱に大田・絵堂戦役

の緒戦の爪痕である弾痕が残り、

朽ち果てる様はまさに盛者必衰の理を感じさせてくれます。 

『竜馬がゆく』は坂本龍馬の足跡をたどりながら維新回天と絡めて物語が展

開していくため私の故郷である山口県の地名が何度も出てきます。特に頻出の

地名が山口県防府市に実在する「三田尻港」です。歴史を深く学んだことのない

私には坂本龍馬が活躍する舞台に郷里の「三田尻港」の名前が何度も出てくるこ

とは驚きでした。さらには禁門の変（＝蛤御門の変）で有名な荒武者、来島又兵

衛がこの三田尻港から出陣したというくだりを読んだときはある種の感動を感

じました。脱線しますが来島又兵衛なる御仁は高杉晋作が創設した奇兵隊に触

発されて遊撃隊を創設した人物として知られています。その遊撃隊の駐屯地は

なんと私の実家のある山口県防府市にあったということも今回初めてしりまし

た。さらに、三田尻港から少し東に移動したところに私の実家がある「富海」と

絵堂戦跡記念碑のオベリスク 

2024 年 12 月 図書館長撮影 

 

藤井邸に残された弾痕：右柱の中央少し上に弾痕の跡 

2024 年 12 月 図書館長撮影 
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いう地区があります。この富海にある「富海港」が 5 巻で紹介されているので

す。それは、富海港から高杉晋作が大阪に出帆する船に乗って旅立つというシー

ンでした。私の地元が一瞬ですが、『竜馬がゆく』に紹介されていたことを目に

したとき、教科書に書いてあった明治維新の絵空事が非常に身近な出来ことと

して感じられた瞬間でした。 

さて、この都城の周辺にも実は坂

本龍馬ゆかりの地があります。霧島

温泉郷から国道 223 号で国分方面に

車を走らせると左手に塩浸温泉が現

れます。この塩浸温泉は竜馬が京都

の寺田屋で襲われて怪我をした後に

療養で訪れたところです。さらに、こ

ちらに併設された竜馬資料館には、

この霧島から故郷の乙女姉に送った

とされる手紙のレプリカも展示され

ています。この手紙には新妻のお龍
りょう

を伴って高千穂の峰(1574m)に登山し、山頂に突き刺さっている天
あまの

逆鉾
さかほこ

を抜いて

みた等のエピソードが書かれています。高千穂の峰に突き刺さっている天逆鉾

は龍馬が手にした鉾なのかということが気になるところですが、残念ながら当

時のものではないようです。1880年以降の御鉢の噴火で折れてしまったそうで、

現存するものは大正時代以降に修復されたレプリカのようです。ただ、地中に埋

まっていた柄の部分は当時回収され、近くの荒武神社（都城市吉之元小学校の傍）

に奉納され、その後さまざまな人手を転々とし、現在は行方不明となっているそ

うです3。 

 

 

 

 

 

さて、『竜馬がゆく』の第 6巻の「霧

島山」の節に、お龍を連れて、高千穂

の峰へ登山したとの記述があります。

今は風化のためか人の手が入ったた

めなのかは定かではありませんが、馬

 
3 Wikipedia 「天逆鉾」の「高千穂の天逆鉾」を参照 

乙女姉に送った手紙の抜粋：塩浸温泉竜馬資料館 

2025 年 2 月 図書館長撮影 

図 1 高千穂の峰登山口   図 2 高千穂河原        図 3 御鉢                         図 4 馬背越(手前)と高千穂の峰(1574ｍ) 

 

 

 

図 5 馬背越（＝背門
せ と

丘
お

）     図 6 新燃岳（手前）と韓国岳(1700m)    図 7 天逆鉾 

図 1～7  2025 年 2月 図書館長撮影 
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背越はそれほどの難所という感はありません。「霧島山」の節には高千穂の峰登

山を楽しんだ 2 人の仲睦まじい様子が描かれ、その記述は当然フィクションな

のですが、私には妙にリアルに感じられました。ただ、上記の乙女姉への手紙の

ロ～ハの間には現代語訳すると次のような記述があるそうです。 

 

“この間はあの「馬の背越え」（噴火口の縁を登る）です。なるほど、左右目

が届かぬくらい下がかすんでいます。あまりに危なかしいので、お龍の手を引い

てやりました。（今でもここは大変な難所で、この通りだそうです）” 

 

昔（1866年 5月 13日）二人が歩いた馬背越を自分の足であらためて踏破して

みたくなり、登ることにしました。登山した当日は登山口にはまだ雪が残り、新

燃岳の噴火で積もった小さな噴石に足を取られながら、高千穂河原を越えてい

きました。御鉢の縁を回り、馬背越を超えて、2人の影に思いを馳せるような体

力的な余裕はなく、息を切らしながらなんとか山頂に到着しました。山を登りな

がら時々写真を撮ってみましたが、この雄大な風景を龍馬もお龍も見ていたの

だと思います。まだ、高千穂の峰に登られたことのない皆さんにお土産の写真と

いうことで堪能してもらえれば幸いです。 

さて、皆さんは「司馬遼太郎記念館」があることをご存じでしょうか。実は私

もわりと最近まで知りませんでした。『竜馬がゆく』を読み進めていると不思議

と作者である司馬遼太郎にも引かれていきました。調べてみると司馬遼太郎記

念館は大阪の近鉄奈良線沿線の住宅街の中にあり、彼の自宅傍に建てられてい

ます。また、彼の自宅の書斎も自宅に造園された庭の小道から見ることができま

す。この書斎は司馬遼太郎が亡くなった当時のまま残されており、里山の雑木林

を模して造園された自宅の庭の奥に今も静かに佇んでいます。この知の巨匠の

残像が残る書斎には今なお執筆のために集められた書物が積み上げられており、

この書斎を通り過ぎた先に建築家の安藤忠雄が設計した司馬遼太郎記念館があ

ります。そのモダンで洗練された建物の中に司馬遼太郎の脳内溶解炉を具現化

したような巨大な書架が作られ、司馬遼太郎の約６万冊の蔵書のうち約 2 万冊

が収められています。ここにその書架の写真が掲載できないのが残念ですが、こ

の書架は一見の価値があります。「蔵書で囲われて、闇に包み込まれたような、

かすかな光の空間のイメージ」（記念館図録より）4というコンセプトの下で設計

されているそうです。実際、私もこの記念館を訪ねてその書架を見たのですが、

彼の世界観を建築物によって見事に具現化しているといっても過言でない素晴

らしい記念館でした。この記念館は司馬遼太郎ファンであってもなくても一見

 

4 司馬遼太郎記念館 HP「記念館について」参照 
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の価値があると思います。 

 坂本龍馬は維新史の奇蹟と言われています。歴史に疎かった私は坂本龍馬の

偉業を日本史の教科書でなく『竜馬がゆく』を読んでその概要をしり、坂本龍馬

の周りに現れては消えていった歴史上の偉人たちを司馬遼太郎の歴史観を通し

て再発見することができました。維新回天の志士の中で高杉晋作が記憶に残っ

ています。高杉晋作の辞世の句に 

 

“おもしろきこともなき世をおもしろく 住みなすものは心なりけり” 

 

という句があります。正確には、上の句を高杉晋作が読み、下の句を福岡の勤王

女流歌人の野村望
も

東尼
と に

が付け加えた歌として知られています。ふと、この野村望

東尼が気になり調べてみると、「野村望東尼の終焉の宅」というのがなんと私の

出身校である防府高等学校のすぐ傍にあるのです。改めて記憶をたどると何か

あったような記憶が無きにしも非ずですが、記憶はおぼろげです。実は意外と身

近に維新回天の志士を感じられる史跡が故郷の防府市にはあったというのを恥

ずかしながら今まで知りませんでした。 

世の中にはまだまだ知らないことが無限にありますが、答えは実は目の前に

あるのかもしれません。今回もいろいろ調べてみると、あるいは少し考えれば知

りたいことは目の前にあったようです。ただ、興味を持たなかったゆえに、この

歳になるまで維新回天の郷土ゆかりの志士に興味を持つことがなかったという

ことになります。こんなことを書いているとアイザック・ニュートンの言葉を思

い出します。 

 

“私は海辺で遊んでいる少年のようである。ときおり、普通のものよりもなめら

かな小石やかわいい貝殻を見つけて夢中になっている。真理の大海は、すべてが

未発見のまま、目の前に広がっているというのに” 

 

 今は便利な時代で調べれば大抵のことは大体分かるかもしれません。ただ、調

べようと思わなければ、知りたいと思わなければ、気が付かずに通り過ぎて行っ

てしまいます。だからこそ、若い学生の皆さんはいろいろなことに興味を持ち、

貪欲に知識を吸収してもらいたいと思うのです。良書を読めば、知の探求を欲す

るエンジンがかかるはずです。皆さんがそれぞれの“良書”に出会えることを願

いつつ筆をおきたいと思います。 
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返却図書雑感 

 

 

 

 

 

 

  現在、退任のために研究室の整理を行なっています。40 年この部屋で過ごし

てきたので、様々な物品で溢れかえり、何から手をつけたら良いか途方に暮れて

いたところですが、そうのんびりもしてられず、図書の返却を１０月からぼちぼ

ち始めました。研究費で購入した書籍を、ほとんど返却せずに溜め込んでいたた

め、かなりの冊数になり（９４０冊程度）、うんざりしながらも現在ようやく運

搬作業終了に目処がついたところです。図書の大部分は小生の研究費で購入し

たものですが、先任の 2 名のドイツ語担当教員が購入されたものもかなりあり

ます。それらのなかで数点紹介してみたいと思います。 

 

 

１．ドイツ語辞典（グリム兄弟編纂）dtv出版社 

童話でその名を知られているグリ

ム兄弟が生涯をかけて編纂し、二人

の没後１００年ほど経った１９６１

年に完成した大部のドイツ語辞典で

す。もちろんこの原著を買うことは

不可能で、小生が購入したのはその

文庫版（それでも３３巻本）です。装

丁は緑色の厚紙で原本とは似ても似

つかないが、中身は原著のコピーで、フラクトゥール（亀の子文字、ドイツ文字）

で印刷されています。 

 

 

一般科目（文科） 

飯尾 高明 
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２．ドイツ語辞典（D.ザンダース編）４巻本、三修社 

この辞典もやはり復刻版ですが、装丁も原

著と同じ革装です（復刻元は語学の教科書出

版社である三修社）。やはりフラクトゥール

で印刷されており、読むのに少し骨が折れま

す。小生以外使うこと人もあるまいと研究室

の書棚に運び込みましたが、やはりほとんど

使うこともありませんでした。ただこの辞典

の著者の名前を思いがけないところで聞い

た記憶がありました。それは鈴木清順監督の『ツィゴイネルワイゼン』という映

画で、ややホラーめいた妖しげな雰囲気の中で、主人公のドイツ語教授の不安を

高める小道具として使われていました。主人公に（亡くなった）親友が貸したそ

の辞書を返すようその親友の未亡人が何度も主人公を訪れるのです。映画を見

たのはまだ学生時代だったので、どんな辞典なのだろうと印象に残りました。最

近、改めてこの映画を見たところ、使われていたのは同じザンダース編の独英辞

典の方であることに気がつきました。こちらは 1 巻本で、確かに登場人物の女

性が一人で抱えて運べる重さのものでした。 

 

３．『アントン・ライザー』（カール・フィリップ・モーリッツ著）（訳）大澤峯雄、同学社 

この小説は学生時代に学部の授業で原著のレクラム文

庫版を読みました。著者の自伝的小説でかなり長編なので

授業ではその本の一部を読んだだけでした。２５年前に翻

訳が出たのでドイツの心理小説の走りと呼ばれるこの作

品をもう一度読もうとおもったのですが、結局忙しさに紛

れて通読することはありませんでした。２年ほど前にその

授業を担当された I先生の訃報を耳にして、この著作のこ

とを思い出した次第です。退職後は時間も十分あるのでも

う一度レクラム文庫で読もうと思っています。 

 

 

  読書にまとまった時間をとることができるのはなんといっても学生時代です。

皆さんも電子書籍・データだけでなく是非紙の書籍に目を向けてみてください。 

 

※文中に掲載した写真：すべて本校図書館所蔵 
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物語と共にあること 

 

 

 

 

 

 

この三月に退任することになりました一般科目の松川です。定年退職ではな

いので、最後まで立派に勤め上げた先生方のように重みのある文章は書けそう

にありません。それは残念なところですが、いちおう私も文学畑の出身ですし、

図書館長の友安先生にはたいへんお世話になっていることもあり、一筆とらせ

ていただく次第です。 

 

私が本校に着任したのは二〇一七年のことになります。学生時代は英文科に

所属していましたので、先生方も含めて当然ながら周囲はみごとに文系ばかり

という環境でした。それがこの八年間は高専なのでこれまた当然ながら理系的

な雰囲気のなかに身をおくことになりました。私にとってこれは水のなかにい

た生き物が陸地に適応しなくてはならないという感じの変化で、文系・理系の考

え方や感性のちがいを意識させられる場面も少なからずありました。 

しかしながら、それによって自分がいかに偏った人間なのかということにも

思い至りましたし、これだけたくさんの理系の学生さんたち、先生方と関わりが

もてたことは本当に得がたい経験だったと思っています。その影響（？）なのか、

最近は科学史に興味を持ちはじめました。私はまったくの門外漢なのですが、こ

の科学史という分野を簡単に説明すると、自然科学がどのように成立・発展して

いったのかを研究する学問になります。たとえば、ある科学者の業績とその影響

を調べたり、ある理論が成立した背景を考察したりするのですが、その過程で関

連する時代思潮や社会構造、文化的側面や政治的背景などに言及することもあ

ります。このように、分野横断的かつ広範な知見と包括的な視点が要求される分

野ですので、一般向けに書かれた新書の類であってもなかなかすらすらとは読

めなかったりします。 

私は科学史にある種の理想を見出しています。子どもの頃は理科が大好きで、

一般科目（文科） 

松川 兼大 



 

図書館だより                                                   March 2025 No.96 

 

- 10 - 

 

よく科学者の伝記などを読んでいたのですが、高校に入ると数学にまったくつ

いていけず、理系の進路選択は自分ではやばやと閉ざしてしまいました……。だ

からでしょうか、文系的なものの見方と理系的なものの見方を調和のとれた形

で統合するのが自分のなかのひとつの目標になっています。社会に目を向けて

みても、ますます複雑化していく現実上の諸問題に対応していくためには従来

的な文理の区分を越えた知が必要であるという考え方が広く共有されつつある

ようです。その一環として、STEAM教育や大学における学環の設置が推進されて

います。 

とはいえ、文理の区分を超越した包括的かつ巨視的（マクロ）な視点さえあれ

ば十分かというと、決してそんなことはなく、同時に個別的かつ微視的（ミクロ）

な視点を持つことが大切だと思います。後者の視点はもちろん専門分野を深く

掘りさげていくことで得られるものです。本校は実践的な技術者を養成するた

めの学校ですので、学年があがっていくにつれて学生のみなさんの主たる関心

もまた自分の専門分野に集中していくことでしょう。それはたいへん好ましい

ことなのですが、それと並行して一般教養（STEAMでいうところのA（Arts））を

身につけ、視野を広げる努力をすることも忘れないでください。Macの美しいフ

ォントはスティーヴ・ジョブズがカリグラフィに興味を持っていたことから生

まれたというエピソードが私は好きです。 

 

月並みな意見ではありますが、視野を広げるために不可欠なことのひとつは

やはり読書であると私は考えています。本を読みましょうという科白は、小学校

の先生から大学の先生まで異口同音にだれもが口にするひとつの決まり文句

（クリシェ）です。しかし、その「本」が指しているジャンルは人によってだい

ぶんちがっていると思います。私はみなさんには特にフィクション、そのなかで

も小説を読んでほしいです。なぜかというと小説、すなわち物語は生きていくう

えでいちばん不要なもののように思えて、じつはいちばん必要なものだからで

す。人は物語なしでは生きられません。 

考えてみてほしいのですが、将来のことを考えたり過去をふり返ったりする

のは、自分を一人称に据えた物語を作ることです。将来はシステムエンジニアに

なって大好きなゲームアプリ開発に携わりたい、でも仕事だけじゃなくて三〇

代前半くらいには結婚して家族をもちたいなあといったヴィジョンを描くこと

もあるでしょう。あるいは、中学校ではあまり勉強しなかったけれど、都城高専

に来てからはそれではダメだと気づき、苦手な科目の単位を落としそうになり

ながらも、がんばって目標としていた大学に編入できたとふり返るようなこと

も。さらには、あの子といっしょになれたらどんなにいいだろうとひそかに妄想

を繰りひろげることも（大丈夫です。私には好きな子のことを思いながら詩のよ
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うなものを書いていた恥ずかしい過去があります（笑））。 

だれだって人は自分の人生という物語の主人公でありたいと願うものです。

それゆえに理想と現実のはざまで苦悩し、ひどい場合には理想への過度な執着

から道を踏み外してしまうということさえあります。自分は社会から疎外され

ている、不当な扱いを受けている、こうなったのは何もかもあいつらのせいなん

だ―そういった思い込みはやがて意識に深く根をおろす歪んだ物語へと成長

し、痛ましい凶行を引き起こしうるということを私たちは知っていますね。無差

別殺傷事件やテロなどは日本では欧米などとくらべれば少ないと考えられてい

ますが、それももう過去の神話になりつつあるような気がします。 

作家の村上春樹はあるインタビューで「罪を犯す人と犯さない人とを隔てる

壁は我々が考えているよりも薄い」と述べ、現代社会という個人を囲い込むシス

テムのありようを描いた長篇『１Ｑ８４』（2009-2010）の執筆動機について語っ

ています。もちろん、一つひとつのケースによって原因や結果はさまざまでしょ

うけど、一般的に人は他者とのつながりや交流をとおしてきちんと理解される、

きちんと受けとめられるということがなければ、すぐに悪に傾いてしまう厄介

な性質があるのはまちがいないと思います。自分の物語を誰かにわかってもら

いたいという欲求、ともいえるでしょうか。しかし、「理解してほしい」「わかっ

てもらいたい」などと一方的に要求することが許されるのは、自分で身の回りの

世話ができない赤ちゃんだけです。大切なことは、人は自分の物語を紡いでいく

とともに、他の人の物語にも共感し、理解するよう努力せねばならないという認

識を持つことでしょう。私は人間が人間でいられるための条件のひとつは、この

相互理解の姿勢にあると考えています。 

 

物語を読むことは、人間の感情を理解し、よりよく生きていくための手助けに

もなるでしょう。作家と一口にいってもさまざまですが、基本的には洞察力に富

み、感受性が豊かな人が言葉を一つひとつ丁寧に選びながら物語をつくってい

くわけですので、すぐれた作品はさながら現実以上に真実味を帯びているとい

うことがあります。シェイクスピア、バルザック、ゲーテ、ドストエフスキーな

ど、歴史にその名をとどめるような文学者たちはいわば人間の感情や心理の専

門家でもあるように思えます。西洋の古典（クラシック）は自分の専門分野がな

んであるかにかかわらず読んでおいて損はないです。まあ、どんどん忙しさが増

していく現代社会にあっては、自分の意志で古典を手にとってじっくり読むと

いう人はすくないでしょうし、YouTubeやTikTokなどの解説動画で済ませたいと

いう気持ちもわからなくはないのですが……。 

ふだんあまり本を読まないけれど、一念発起していきなり長大な古典に挑む

というのはやめたほうがいいでしょう。それはなんのトレーニングも積まない
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ままエヴェレストに登るような暴挙です。いまの時代はインターネットを駆使

すればどんな質問にもだれかが答えてくれますが、私のアドバイスは、自分の読

むものだけは他人の嗜好にゆだねるなです。まずは自分の直感を信じて、これは

面白そうだと感じた本を手にとり、時間をかけて読むことをくり返していった

ほうがいいと思います。古典はそうやってある程度の経験を積み、自分自身の価

値基準という装備をととのえたうえで登るべき高い山です。ときには登頂失敗、

つまり大作に挑んで挫折する経験もするかもしれませんね。ただそれも無意味

ではなく、さらに読書経験や人生経験を経て挑んでみるとうまくいくというこ

ともあります（逆もまたしかりで、経験を積んだからこそもう読めないというこ

とも）。 

一方で、古典を無批判に持ち上げすぎるのは権威によりかかることなので問

題があると思います。古典は洋の東西を問わず、数えきれないくらいの人たちが

口をそろえて美味しいといっている食べ物のようなものでもありますが、だか

らといって自分の口にあうとは限らないわけです。トルストイが英文学におけ

る最大の権威といっても過言ではないシェイクスピアを徹底的に読み込んだう

えで、長大な論文を書いて批判しているのは有名な話ですが、ここまではしなく

ても、やはりどうやってもわからないものはわからないと認めてしまったほう

が精神衛生上はよかったりもします。権威を帯びたテクストというのはむしろ、

自分自身が素直な気持ちで作品を楽しむのを邪魔する、つまり悪い意味での規

範にもなりうるものです。 

 

ここで私にとって大切な意味をもつ作家を

一人挙げさせてもらうと、それはバーナード・

マラマッドというアメリカのユダヤ人作家に

なります。大学四年生になる前の春休みに、そ

ろそろ卒業論文のテーマを決めなきゃなと思

って他の本といっしょに彼の代表作『店員』

（The Assistant, 1957）を図書館で借りてみ

ました。そして、たいして期待もせず読みはじめたその本に、まさに心の奥深く

まで沁み入るかのような静かな感動を与えられることになったんですね。 

フランクという流れ者の若者が、食料雑貨店を営むユダヤ系の老人モリスの

もとで人生における大切な価値観を学んでいく作品ですが、有名なのは、あなた

はいつも何のために耐え忍んでいるのかとフランクがモリスにたずねる場面で

す。モリスは「わしは君のために耐え忍んでいるのさ」と答えます。フランクは

内心ぎくりとします。なぜかというと、彼は覆面をしてモリスの店に強盗に入っ

たのですが、その後、良心の呵責から、また自分の人生を立て直したいという気
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持ちから、店で働かせてほしいと申し出てきているからです。それはどういうこ

とかと訊くと、つづけてモリスは「言いかえると、君がわしのために苦しみに耐

えているということだ」と返します。謎かけのようですね。 

「ために」という言葉は「あなたの利益になるように」という意味にも「あな

たが存在しているせいで」という意味にも解釈できます。この「苦しみによって

結びつけられる人間」という考え方は、他者の存在がなければ生きていけないく

せに、その他者との適切な距離感がわからずに悩んでばかりいた私には、ひとつ

の啓示のようにさえ思えました。こう書いていくといかにも鹿爪らしい小説の

ようですが、モリスの娘ヘレンとフランクの恋愛も物語の主要な要素ですし、笑

える場面もたくさんあって、地味ではあるけれど文学的な誠実さに満ちたこの

作品は、ユダヤ系アメリカ文学のひとつの到達点を示すものです。 

アメリカ文学といわれて世間一般の人々がイメージするのは、ヘミングウェ

イ、フィッツジェラルド、カポーティ、サリンジャーといった作家たちではない

でしょうか。かれらはいずれもアメリカ文学における正典（キャノン）の作り手

たちであって、当然私も読んではいますが、けっきょくのところ本当の意味で夢

中になって読んだ作家はマラマッドだけかもしれません。マラマッド（Malamud）

という姓は「教師」を意味するヘブライ語、melamedからきていますが、文字ど

おり彼は私にとっての精神的な師なのです。 

マラマッドとちがってユダヤ性はそれほど強く

ないですが、ポール・オースターも私にとって大切

な作家です。彼は本国アメリカよりもむしろヨー

ロッパや日本で人気がありますが、日本での人気

を支えているのは翻訳者である柴田元幸の訳文の

力が大きいと思います。みなさんは、海外の文芸作

品を読むときに「だれが」翻訳しているのかを気に

したことはあるでしょうか。私が初めてそのことを意識したのはオースターの

『偶然の音楽』（The Music of Chance, 1990）を読んだことがきっかけでした

が、柴田さんの翻訳はピアニストにたとえるとポリーニのように正確で、もとの

英文の骨格が透けてみえるような基本に忠実なものです。こんなにも読みやす

い翻訳があるのか！と心底感動したのをおぼえています。 

私は翻訳というものはクラシック音楽の演奏に近いと思っています。ひとつ

の楽譜をどのように解釈し演奏するかは音楽家の個性や力量によってさまざま

です。それと同じように、名作といわれている作品ほど翻訳はいろいろな種類が

あったりしますが、できれば翻訳者について調べたり、じっさいにすこし目を通

したりしてしっくりくるものを選ぶといいでしょう。私にはこの人の訳だった

ら安心して読めるというお気に入りの翻訳者が何人かいます。翻訳者は目立つ
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ポジションではないという意味ではベーシストに近いかもしれませんが、じっ

さいはアーティストといっしょに作品の方向性を決定づけるプロデューサー並

みの重要な仕事をしています。作品が生きるか死ぬかはまさに翻訳者の腕しだ

いなのです。 

 

いろいろなものを読んでいると、

ときには文章そのものと内容とが

不可分な関係をとり結んでいる作

品に出会うことがあります。フラン

スのユダヤ系作家、パトリック・モ

ディアノの作品群がまさにそのよ

うなものです。彼の作品は基本的に

パリを舞台としていて、通りの名前

や番地、人物名などは過剰なほどこと細かに書き込まれているにもかかわらず、

登場人物たちの関係性や物語そのものについてはまるで霧につつまれたかのよ

うにぼんやりとしています。代表作は記憶喪失の男が自分自身を求めてパリの

街をさまよう『暗いブティック通り』（Rue des boutiques obscures, 1978）、孤

独な少女が虚構におおい隠された母親の人生を探しにいく『さびしい宝石』（La 

petite bijou, 2001）などですが、読みはじめたらいつまでもそこに浸っていた

くなる不思議な魅力を指して「モディアノ中毒」という言葉も存在しているほど

です。 

モディアノは毎年のように作品を発表している多作家ですが、ほとんどの作

品は短めの長篇といったおもむきで、そこには彼自身の記憶や体験が刻印され、

「喪失」や「探求」といったテーマが何度も反復されていきます。私たちはよく、

ある作家の代表作だけを読んでわかった気になってしまうものですが、本当は

どんな作家も一冊や二冊読んだ程度では判断することができないんです。モデ

ィアノは冊数を重ねてようやくすこしずつ理解が進んでいく作家の代表例だと

思います。私にとってモディアノ作品を読むことは、恥ずかしがり屋でなかなか

心を開いてくれないけれど、それでも話しかけたくなる独特の魅力をもった人

との付き合いという感じです。 

「記憶の芸術」と称される彼の作品を読んでいて感じるある種の静寂や喪失

感は、たとえば川端康成の作品にただよっているそれともよく似ています。川端

もまたみずからの孤独な生い立ちと作品の成り立ちとが密接な関係にある作家

ですし、プロットをきっちり立てて書いていくというよりは、自身が美しいと感

じたものについて思うがままに書き進めていくタイプでした。論理性よりも感

性が際立っているんですね。水の流れのように澄んでいて、でも底を覗いてみる
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となにか恐ろしい生き物の気配が感じられる、そういう散文の書き手だと思い

ます。物語の組み立て方という意味ではモディアノのほうがより技巧的ですが、

生まれた国も生きた時代も異なるこの二人の作家に、何かしらの共通項をさぐ

るのはそれほどむずかしいことではありません。 

 

『密やかな結晶』（1994）や『博士の

愛した数式』（2003）など多数の作品で

知られ、やはり「記憶」というモチー

フに特別な関心を寄せる作家に小川

洋子がいます。私は小川さんの作品も

好きで新刊が出るたびに書店に買い

にいくのですが、彼女はモディアノと

川端の双方からの影響を語っている

ということも指摘しておきましょう。川端については佐伯一麦との対談集『川端

康成の話をしようじゃないか』（2023）という本を出されているくらいです。小

川さんは日本文学のお家芸である私小説ではなく、かといって物語展開の面白

さで読ませるのでもなく、細部まで入念に書き込まれた描写に持ち味がある作

家です。資質として全体よりも部分に目がいきがちなところは、いかにも川端の

視点とよく似ていると感じられます。 

本を読むという行為は単純にリテラシー、すなわち識字能力や読解能力の観

点から語られることが多いと思います。しかし、とくに物語についてはそれ以外

の要素、つまり自分がどんなことに関心や問題意識を抱いているのかというこ

とが作品の受容の仕方と大きく関わってくるといえるでしょう。小川さんは多

感な時期に読んだ『アンネ・フランクの日記』（Het Achterhuis, 1947）が自分

の文学的原点であるといろいろなところで述べておられます。といっても、一五

歳でホロコーストの犠牲となった少女の日記が読後に何十作もの本を書かせる

ほどの影響を万人に及ぼすわけではなく、それはあくまで小川さんという個人

の内側にあるものと共鳴する何かがあったからですね。この「何か」は自らすす

んで求めなければなかなか出会えないものです。そしてその「何か」に出会えて

はじめて自分の知らなかった側面が見えてくるようなこともあるかもしれませ

ん。 

 

さて、ここまで何人かの作家を引き合いに出しながら思いつくままにフライ

トを進めてきましたが、そろそろ着陸態勢に入らなくてはならないようです。近

年はDX化の一環として学校でもペーパーレス化が推進されていて、以前はみな

さんに紙媒体で配布していた学校からの書類も多くはPDFをTeamsで配信すると
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いうかたちに置き換えられることになりました。この『図書館だより』にしても

同様です。私の予想ですが、今後はおそらく定期試験もペーパーレス化されてい

くでしょうし（それよりも定期試験じたいを廃止してくれよという声が聞こえ

てきそうですが……）、いずれ図書館の本も電子書籍やPDFに置き換えられてい

くのかもしれません。 

個人的に、書類はどんどんペーパーレス化していく方向で賛成ですが、本につ

いては手ざわりや装丁も大事な要素なのですべて電子書籍化なんてことになっ

たら嫌だなと思います。私はまた書店がどれだけ充実しているかが地域の文化

的な水準を測るひとつのものさしであると考えていますが、インターネット書

店におされて実店舗は平均すると一日に一店舗以上のペースで閉店しているそ

うです。こうなってくると、人が集まる都市部でしか書店は生き残れなくなって

いくでしょう。 

いまの時代はいろいろなものが排除されていっているような気がしますが、

私がいちばん排除されていると感じているのは「人間」です。人工知能の発達に

よって、人間と同じことができて、しかもミスをしないという存在が普及してく

れば、それは当然人間の出る幕はなくなってくるわけです。私たち教員はできる

だけいい授業をしようと努力しますが、それでも間違ったことを教えてしまっ

たり、自分でもよくわからないことを口走ってしまったりします。もちろん、AI

ロボットならそういうノイズも発生しません。そう遠くない未来には、担任の先

生はAIロボットだったという世代も出てくるのではないでしょうか。3年B組AI

先生みたいな感じで（これがわかる人は『不適切にもほどがある！』のキヨシの

ように昭和に戻ったほうがいいかもしれません（笑））。冗談めかして言ってしま

いましたが、あと二〇年で起こるとされているシンギュラリティはもうすぐそ

こまで来ているようにも思えますね。 

 

じっさい私もコロナが流行し本校が全面的に遠隔授業に移行したときは、学

校の存在意義というものについて真剣に悩むことになりました。登校しなくて

も授業を受けられるのなら、おそらく多くの人は学校に来なくなるでしょう。通

学にかかる時間や労力が無駄ですからね。でも、あの時期、クラスメイトや友だ

ちに長く会えないことで精神的に不調をきたす学生さんも少なからず見受けら

れたものでした。そのことから私なりに思うのは、学校はたしかに勉強をすると

ころだけれど、そこだけに終始するのではなく、たくさんの人の存在をじかに感

じられるところにこそ大きな意味があるのではないかということです。これは

遠隔授業では決してカバーできない部分です。 

私としては、都城高専を卒業して、しばらくたってから学生時代をふりかえっ

たときに、変な先生や変な学生がいっぱいいたなあ、というか自分もすごく変だ
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ったなあ、でも楽しかったと思ってもらえたらうれしいですね（高専において

「変である」というのは最大級のほめ言葉です）。だれにとってもまず大事なの

は自分の人生であるけれど、その一方で周囲に目を向けると、自分の意志とは関

係なくたくさんの人生であふれかえっているということを肌身の感覚として学

んでいく場が学校なのだと思います。 

「人間」が排除されているように思うと述べましたが、それはなにも人工知能

の発展だけが要因ではありません。身近なところに目を向けてみると、もはやそ

れなしでは生活できないのではないかと思えるほど、私たちはスマートフォン

やSNSがもたらす利便性に心をうばわれています。とりわけSNSは私たちの関係

性やコミュニケーションの仕方に大きな影響を及ぼしていて、たとえば直接面

と向かっていえば済むことも簡単にチャットで済ませたりするようになってい

ますね。たしかに便利なのですが、それによって人との接触の機会が減り、血の

かよったコミュニケーションが苦手な人が増えつつあるのもまた事実です（こ

れはインターネットが普及しはじめた頃にも言われていたことだと思います）。

私たちは急速に何かを手にしつつある一方で、急速に何かを手放しつつありま

すが、そのことが客観的に評価されるにはまだまだ長い時間がかかりそうな気

がしています。 

いまはテクノロジーがもたらす利便性にばかり目がいきがちな時代ですが、

テクノロジーはあくまでもよりよい未来をつくるための手段に過ぎません。よ

りよい未来をつくるという目的達成の主体は、どこまでいっても私たち人間な

のだということを忘れないようにしましょう。人の数だけ物語があって、その一

つひとつが輝けるような未来を築けるかどうかは、私たち大人だけでなく、これ

から大人社会の仲間入りを果たすみなさんの学ぶ意志にかかっています。みな

さんは将来的に技術者をはじめとするいろいろな道に進んでいくと思いますが、

どうかゆく先々で、人や物語に対するすぐれた共感の姿勢と、そこから何かを学

び取ろうとする意欲とをそなえた大人になってほしいと願っています。 

 

※文中に掲載した写真：松川先生からのご提供（本はすべて松川先生私物） 
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恒等式って何ですか？ 

 

 

 

 

 

 

私が基礎数学Ⅰの授業で学生さんから受けた質問をタイトルにしてみました。

ずいぶん前に質問されたと思うのですが、うまく答えることができず心残りな

ので回答したいと思います。 

本校で用いている基礎数学Ⅰの教科書（新基礎数学改訂版・大日本図書）の 46

ページによると、「等式  𝑥2 − 4 = (𝑥 + 2)(𝑥 − 2) や  (𝑥 + 𝑦)2 = 𝑥2 + 2𝑥𝑦 + 𝑦2   

のように含まれている文字にどんな値を代入しても、常に成り立つ等式を恒等

式という」とのことです。さらに「２つの２次式  𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐, 𝑎′𝑥2 + 𝑏′𝑥 + 𝑐 に

対して、これら２つの式が恒等式である（すなわち、𝑥 にどんな値 𝑡 を代入し

ても 𝑎𝑡2 + 𝑏𝑡 + 𝑐 = 𝑎′𝑡2 + 𝑏′𝑡 + 𝑐′ となる）ための条件は 𝑎 = 𝑎′, 𝑏 = 𝑏′, 𝑐 = 𝑐′   

であり、そのときに限る」とのことです（同教科書４７ページ）。つまり、２つ

の式が恒等式であるためには（降べきの順に整理した）式の形が完全に一致しな

ければならない、ということになります。「わざわざ条件として述べなくても、

そんなこと当たり前ではないのか？」、学生さんからのそんなような質問だった

ように思います。実は、代入する値として実数や複素数（もっと一般に無限個の

要素をもつような数の体系）を考えると、「２つの式の形が完全に一致している」

…①ということと、「２つの式の文字にどんな値を代入しても、代入した結果出

てくる値が同じである」…②ということに違いはありません。上記教科書でも代

入する値は実数を想定していると思います。ですから、質問していただいた学生

さんの感覚は正しい（①と②に違いはない）です。 

しかしながら、実は①と②に違いがあるような「数の体系」というものが数学

にはあります。一番簡単な例としては２元体  𝔽2 = { 0̅, 1̅ }  があります。𝔽2  での

計算は  1̅ + 1̅ = 0̅  となることを除いて通常の 0, 1 同様です（コンピュータの中

の計算）。実は、上の「代入する値」として 𝔽2 の要素をとると、①、②に違い

一般科目（理科） 

東根 一樹 
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せ か い の と し ょ か ん              

金沢海みらい図書館（日本・石川県） 武雄市図書館（日本・佐賀県） 

が出てきます。例えば、２つの式 

𝑓(𝑥) = 𝑥2 + 𝑥 + 1, 𝑔(𝑥) = 𝑥3 + 𝑥 + 1  

を考えましょう。𝑓(𝑥) と𝑔(𝑥) は見た目は明らかに異なる式です。しかしながら、 

𝑓(0) = 02 + 0 + 1 = 1 = 03 + 0 + 1 = 𝑔(0) 

𝑓(1) = 12 + 1 + 1 = 0 + 1 = 1 = 0 + 1 = 13 + 1 + 1 = 𝑔(1) 

となり、𝔽2 のどんな値（２個しかないわけですが）を代入しても、出力される

結果が同じで 𝑓(𝑥) と 𝑔(𝑥)  は恒等式になっています。 

 上記のように、数学の世界はとても広く、興味深い（と思えたかはわかりませ

んが）現象がたくさんあります。これは数学に限りません。上記のような「当た

り前に見えること」に「なぜ？」と問い続ける姿勢を大切にしてほしいと思いま

す。「なぜ？」と疑問に思うこと、それを深掘りしていくことこそが、学ぶこと

ではないでしょうか。私も数学に限らず、どんな分野においても、問い続ける姿

勢を忘れずに、成長を続けていきたいと思います。 

 

「RETRIP」より by hakkai 「RETRIP」より by ka_zoo111 
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深山書評 2024 

受賞作品発表 

 

今回は低学年生から高学年生まで１１点のご応募をいただきました。 

学生図書委員３・４年生が審査員となり、厳正な審査を行いました。 

審査の結果、入賞されましたのは以下の皆さんです。おめでとうございます。 

１月２８日に行われました表彰式の様子もあわせてご覧ください。 

ご応募いただいた学生のみなさん、ありがとうございました。 

ご支援くださいました国語科の先生方、ありがとうございました。 

 

 

  

［第１席］（深山賞） 

 ５Ｃ 小林 大地  「『ノルウェイの森』で楽しむ読書」 

 

［第２席］（図書館長賞） 

 ３Ｅ 増森 涼太  「食思想」 

 

［第３席］（優秀賞） 

 ２Ａ 山﨑 ふわり 「『沙を噛め、肺魚』を読んで」 

 

［第３席］（優秀賞） 

 １Ｃ 長友 佐弥  「『芥川龍之介全集』より『白』」 
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深 山 賞 

「『ノルウェイの森』で楽しむ読書」 

（村上春樹『ノルウェイの森』） 

 

物質工学科５年 小林 大地   

 

 『かいけつゾロリ』で何が起こるのかワクワクしながらページを捲る。『ミ

ッケ！』でベルを５つ見つけて大喜びする。『いーとんの大冒険』でオバァー

ニーさんのポーズを見て笑い転げる。小学生の時、この本から何かを学ぼうと

いう考えは頭の片隅にもなく、一つのページを楽しみつくしたら次のページを

捲っていた。私の中にあったものは「楽しい」という感情一つだった。 

 『ノルウェイの森』は 100パーセントの恋愛小説である。知らない人からす

れば堅苦しそうな作者と題名でこの本にはとっつきにくい。そう考えている人

に私こう言いたい、「失礼だな、純愛だよ」。主人公ワタナベと高校生の時自殺

した親友キズキとその彼女の直子。大学で知り合った坊主頭の女性の緑。学生

寮の先輩で東大生の永沢さんとその恋人ハツミさん。直子が入った精神病患者

療養施設の同室のレイコさん。彼、彼女らの生み出す関係ほど透き通って綺麗

な純愛はないだろう。 

 『ノルウェイの森』を読んで私が学んだことは、とくにはない。というより

学ぼうとしなかった。高校で授業をサボり、二人で球を撞きに行くワタナベと

その日の夜に自殺したキズキ。ワタナベの大学時代、運河の写真で興奮する突

撃隊と呼ばれる学生寮で同室となった人物。彼の話をすれば世界中の人が幸せ

になれるそうだ。ハツミさんという恋人がいるにも関わらず、100人近くの女

性と寝た永沢さん。こんな魅力的な人たちによる物語である。学ぶ前に楽しま

ないと損だ。この本を読んでいると小学生のころのような本を読んでいて「楽

しい」という感情が浮かんでくる。 

 もちろん何かを得ようとしてこの本を読むと他に得られないものを学び取れ

る。しかし、一度初心に帰り、ただ物語を楽しむというのもいいかもしれな

い。そしてこの本を読むとワクワクしながらページを捲り、お気に入りのシー

ンを見つけては大喜びし、突撃隊の話を聞いて笑い転げること間違いなしだろ

う。  
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図書館長賞 

「食思想」 

（高瀬隼子『おいしいごはんが食べられますように』） 

 

電気情報工学科３学年 増森 涼太 

 

食事を済ませるまでには思った以上に手間と時間がかかる。材料を買い、適度

なサイズに切って加熱し、盛り付け、食べた後には道具や食器を洗う。しかし、現代

ではカップ麺や冷凍食品など、手軽に食事を済ませる方法がある。それでも、なぜ

わざわざ時間をかけて食事を作るのか。 

また、最近流行りのレストランに車で一時間以上かけて訪れ、長蛇の列に並ぶ。

そして、ようやく食べ終わったと思えば、また一時間以上かけて帰る。なぜそこま

でして食事を楽しもうとするのだろうか。 

さらに、友人と食事にいけば、「わぁ、おいしそう」「うまっ、こんなにおいしいの

は初めて」という会話が続く。確かにおいしいが、わざわざ言葉にする必要がある

のだろうか。そんな社交儀礼的な会話にうんざりすることもある。 

 こんな疑問を抱いたことがあるなら、ぜひこの本を読んでほしい。この物語の主

人公、二谷さんは食事を「腹を膨らませるためだけの行為」としか見ていない。一

粒の錠剤で十分な栄養が取れたらいいのに、酒やたばこみたいな好きな人だけが

楽しめるものになればいいのに、と心の底から思っている。しかし、そんな二谷さ

んにはケーキを作って職場の人に配るほど料理が好きな芦川さんという彼女がい

る。 

『芦川さんみたいな人たちは、手軽に簡単、時短レシピ、という言葉を並べながら、

でも、食に向き合う時間は強要してくる』 

という言葉に象徴されるように、芦川さんは食に対して二谷さんとは全く異なっ

た視点を持つ。そんな芦川さんを中心に、二谷さんが食べることについて翻弄さ

れる様子がこの小説には描かれている。 

この小説は第 167回芥川賞を受賞した。この小説を読み終えると、どんな言葉

を紡いでも足りないような読後感を味わえる。僕が人生で最も面白いと思った小

説、「おいしいごはんが食べられますように」をあなたにも読んでみて欲しい。 
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優 秀 賞 

「『沙を噛め、肺魚』を読んで」 

（鯨井あめ『沙を噛め、肺魚』） 

 

建築学科２学年 山﨑 ふわり    

 

この物語は『肺魚』が眠り、再び起きるまでの物語である。 

 

沙が世界を破壊し、沙嵐が吹き荒れる世界。この世界では、芸術は機械によっ

て管理され、生み出され、無償で供給されている。つまり、芸術の価値を少な

く、芸術家になるのは厳しい道である。そんな中で、主人公が音楽家を目指す

物語である。しかし、現代においても芸術を生業とするには厳しく、周りの多

くの人に心配や反対をされるだろう。芸術においても既に AIが進出してお

り、今後は AIが生み出す芸術が主流となるのかもしれない。この本は、砂に

覆われているというディストピア世界の SF小説であるが、タイトルに砂を噛

むとあるように、夢へ突き進む中での苦しさや努力を表現した青春小説でもあ

る。世界観がうまく作りこまれていることによって、この２つの要素の身近に

感じられることと圧倒的な異世界感のバランスがすごく面白かった。引き込ま

れる不思議な感覚の本だった。 

 

物語の中で主人公は日記を見つける。その中にはこんなことが書いてあった。

「音楽は魚に似ている。人の身体は、水を湛える器だ。人はその身体に、魚を

泳がせる。魚は人のなかを渡り歩いて生きる。水がなければ、魚は死に絶え

る。」つまり、音楽は人いることで成り立つものであり、人がいなくなれば音

楽は無くなるということだと私は解釈した。これに対して主人公が出した答え

が肺魚を泳がせることだった。みなさんは肺魚という魚を知っているだろう

か？名前の通り肺を持った魚である。熱帯地方に生息し、乾季になり水が干上

がると繭に閉じこもり、土のなかで眠りにつく。そして雨季になると、再び泳

ぎだす。つまり、水がなくても生きられる魚である。主人公はなぜ肺魚という

魚を選び生み出したのか、そして再び水の中を泳ぎだす肺魚をぜひ読んでみて

もらいたい。 
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優 秀 賞 

「『芥川龍之介全集』より『白』」 

（芥川龍之介『芥川龍之介全集 第十巻』） 

 

物質工学科１年 長友 佐弥    

 

この本は、芥川龍之介の著作をまとめたものの第１０巻目である。面白い作品が

たくさんあるが、今回はその中でもわたしの気に入っている、「白」という作品を紹

介する。 

この物語の主人公は、「白」という名前の犬だ。白は、とある一家に飼われている

犬で平穏な日々を送っていたが、ある日、「犬殺し」に遭遇し、殺されそうになって

しまう。命からがら逃げ出し、飼い主の元へ帰るも、いつの間にか白かった体は真

っ黒に変化しており、「飼い犬の白」と認識されず追い出されてしまう。その後、帰

る場所を失った白は東京中をうろつき、行く先々で出会った人々や犬を助けてい

く。 

この話の特徴は、作中に新聞記事の描写が出てくるところだ。実は、白が人助け

（犬助け）をした場面は、一度しか書かれていないのだが、白が行った善行の具体

的な内容は、新聞記事の描写によって知ることができる。初めて読んだときは、い

ままでに見たことのないやり方だったので、とても驚いた。このように、斬新な表

現を楽しめるところも、この話の魅力のひとつだ。 

また、白の心境の変化や、考えもこの話の魅力だ。犬殺しに遭遇したとき、ほか

の犬を見殺しにしてしまった自分を臆病だと責めた白は、同じ過ちを繰り返さな

いためにと、勇敢になっていく。そんな白が、最後にはどうなるのか、飼い主のも

とへは帰ることができるのか、結末はぜひその目で確かめてほしい。 

この本は、短編集ということもあり、「白」は短い話で、テンポも良いため、あい

た時間でサクッと読めるようになっている。少し昔の時代の本なので、なじみのな

い人は文体に慣れていないかもしれないが、長い文章が苦手な人や、集中力が続

かない人も、ぜひ読んでみてほしい。 
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深山書評２０２４ 

取り上げられた作品の紹介 
 

 

堂場瞬一  『チーム』＊ 

芥川龍之介  『芥川龍之介全集』より『白』＊ 

米澤穂信  『遠まわりする雛』＊ 

馳星周  『少年と犬』＊ 

村上春樹  『ノルウェイの森』＊ 

原田マハ  『総理の夫 First gentleman』＊ 

高瀬隼子  『おいしいごはんが食べられますように』＊ 

八目迷  『夏へのトンネル、さよならの出口』＊ 

ル＝グウィン  『影との戦い ゲド戦記Ⅰ』＊ 

鯨井あめ  『沙を噛め、肺魚』＊ 

武田俊太郎  『量子コンピュータが本当にわかる！ 

― 第一線開発者がやさしく明かすしくみと可能性』＊ 

 

                        ※順不同にて掲載しています。  

*：本校図書館に蔵書があります。 
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表 彰 式 

 

 表彰式は１月２８日（火）昼休みに開架書庫にて行われました。 

図書館長 友安先生より受賞者の皆さんへ賞状と副賞の図書カードが授与され、

図書委員長 尾潟蓮太朗さんからお祝いのメッセージが伝えられました。 

なお、副賞の図書カードは、本校後援会よりお贈りいただきました。ありがとう

ございました。 
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2024年度 図書貸出に関するランキング 

今回はクラスに着目したランキング「クラス別合計貸出冊数」「クラス別図書貸出人

数」と、図書タイトルに着目した「貸出図書ランキング」をまとめました。 
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貸出図書ランキング 

全体の

順位 

貸出 

回数 
タイトル 著  者 

1 90 分析化学 改訂増補版 阿藤質 

2 34 三省堂新化学小事典 三省堂編修所[編］ 

3 22 基本有機化学反応 : 理論と実験 岡田功 

4 20 はだしのゲン 1 - 7 中沢啓治 

5 17 新 TOEIC TEST出る単特急金のフレーズ TEX加藤 

6 16 定性分析 : 常量法 鈴木進 

7 15 基本定性分析 改訂版 阿藤質 

8 14 定性分析化学 上巻:原理編 高木誠司 

8 14 星を編む 凪良ゆう 

10 13 成瀬は天下を取りにいく 宮島未奈 

10 13 公式 TOEIC listening & reading問題集 10 ETS 

12 12 公式 TOEIC listening & reading問題集 10 ETS 

13 11 無機定性分析実験 
京都大学総合人間学部自然環境

学科物質環境論講座[編］ 

13 11 三省堂化学小事典 第 4版 三省堂編修所[編］ 

13 11 読解力を強くする算数練習帳：考える力を磨く文章題の傑作選 佐藤恒雄 

13 11 キノの旅 : the beautiful world 時雨沢恵一 

13 11 甲種危険物取扱者試験テキスト&問題集：一発合格! 赤染元浩[監修］ 

18 10 公式 TOEIC listening & reading問題集 1-6 Educational Testing Service 

18 10 TOEIC L&Rテスト文法問題でる 1000問 TEX加藤 

18 10 変な絵 雨穴 

18 10 あの夏が飽和する。 カンザキイオリ 

18 10 TOEICテスト究極のゼミ 西嶋愉一 

 

＊ ランキングはすべて 2024年 4 月 1 日から 2024年 12 月 25 日までの間を調査しました。 

＊「貸出図書ランキング」は複数所蔵している同タイトルの貸出冊数を合計して算出しました。 
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〈TOPICSⅠ〉 

閉 架 書 庫 by 学生図書委員 

図書館だよりの夏号でもご紹介しました通り、都城高専には開架書庫とは別

に、普段は解放されていない閉架書庫があります。閉架書庫には、開架書庫の蔵

書が増えるにあたり、借りられる回数が少なくなった本などが収蔵されていま

す。その図書の種類は多岐にわたっており、和書、洋書、専門書にとどまりませ

ん。今回は、過去の新聞と化学に関する専門書について少しだけ紹介します。 

 

右の写真に示しているのは過去の宮日新

聞の記事です。今ではあまり見かけない非常

に巨大な新聞広告ですね！ 

新聞の日付は 1992 年で、2025 年現在、お

よそ 30 年前にあたります。閉架書庫には、

宮日新聞ほか数社の 1991年から約 10年間の

新聞が保管されており、閲覧することができ

ます。 

 

 

今度は所蔵されている専門書を見て

みましょう。この閉架書庫の紹介の担当

は物質工学科に所属しているため、化学

に関する専門書を探してみたいと思い

ます。 

新聞コーナーの近くに本棚いっぱい

に並べてあった非常に分厚い化学書を

開いてみると、そこには英語の文章と数

式がビッシリ書かれていました。 

左の写真に写っているのは、その英語

の化学書です。どうやら NMRと呼ばれる

化学物質の分析装置について書かれて

いるようです。 

タイトルが Analytical Chemistry(分

析化学)とあるように、化学での分析についてたくさん書かれていました。英語

に自信のある方は読んでみてください！ 

 

1992 年宮崎日日新聞の広告欄 

『Analytical Chemistry』 
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閉架書庫の図書の中には、帯出可能(借りて図書館外に持ち出すことが可能)

な図書も数多く存在します。先ほどお見せした『Analytical Chemistry』もその

帯出可能図書の一つです。今回は閉架書庫の図書について取材するにあたり、私

も一冊借りることにしました。 

借りた本はずばり、『化學工學』です。今回はただ紹介するのもつまらないの

で、私が 3年生のときに授業でも使用された『入門 化学工学』と見比べてみた

いと思います。物質工学科の化学工学の授業で習う、蒸留の装置について見比べ

てみましょう。 

 

左は『入門 化学工学』の蒸留装置です。化学工学の簡略化された模式的な図

に加え、写真には少ししか写っていませんが、計算式についても導出や使用文字

の意味がしっかり書かれており、初学者にもわかりやすい内容となっています。 

右は『化學工學』です。まず図についてみてみると、実際に使われている蒸留

装置により近い形の図が載せられており、実際の蒸留装置の構造やプロセスに

ついてリアルなイメージができるものとなっています。書かれている内容に関

しても、最低限必要な内容と細かな補足にとどまっています。 

そして、皆さんお気づきであろうこの二つの本の特筆すべき違いは、使ってい

る文字にある。『化學工學』は旧字体と呼ばれる、1870年代までに多く使われて

いた漢字の本来の形や、常用漢字表にない漢字が非常に多く用いられています。 

このように閉架書庫に所蔵されている図書は、一般的な図書だけでなく、英語

の専門書や、旧字体が使われている今では入手できない図書などもたくさんあ

ります。興味がある方は、ぜひ閉架書庫に訪れて、借りてみてください！ 

  

『入門 化学工学』 『化學工學』 
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〈TOPICSⅡ〉 

クロスワードパズル by 学生図書委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
→答えは次のページ 

  

kikaku
スタンプ
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〈TOPICSⅢ〉 

推し本 by 学生図書委員 

 

『哲学的な何か、あと数学とか』 
フェルマーの最終定理へ挑んだ過去の数学者や高専の勉強で聞かないことはな

い学者たちについて何をしたのかが書いてあり、その内容が非常に面白い。 

 

『アルジャーノンに花束を』 
とにかく涙が溢れた。主人公の気持ちを考えると、切なくて胸が締めつけられる。 

 

『深夜特急』シリーズ 
良い旅行記は、本当に旅をしたような感覚に陥る。そして本を閉じた時、旅情を

掻き立てられ今すぐにでも何処かへ発ちたくなる、1ヶ月半という長い自由を彩

る一冊です。 

 

『ジュニア空想科学読本』シリーズ 
アニメやマンガなどの出来事を科学的に検証していくという内容で、驚きと面

白さがたくさん感じられる。 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

〈クロスワードパズルの答〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

kikaku
スタンプ
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編集後記 
◆卒業研究等で時間がない中での記事作成となりましたが、なんとか書き切る

ことができました。退任前でお忙しいところ、ご寄稿いただいた飯尾先生、内容

やレイアウトにてご助言いただいた友安先生、掲載写真や閉架書庫に関する内

容でバックアップしていただいた図書係の方に深く感謝申し述べます。 

（５Ｃ川越匠真：閉架書庫紹介担当） 

◆クロスワードを作るにあたって、色んな名作を読みました。内容だけぼんやり

と知っていたものも、以前読んだことがあるものも。それらには、やはり名作と

言われているだけの面白さがあるのだと改めて思い知らされました。普段は現

代文学しか読んでないと言う人も、たまには趣向を変えてみるのも良いのでは

ないでしょうか。        （２Ｅ久林由奈：名台詞クロスワード担当） 

◆最近ブラックジャックにハマってよく行くようになりました。好きな本をと

てもしれて面白かったです。   （１Ｃ鶴久琉結：図書委員のおすすめ担当） 

◆この PDF を開いた一ヶ月半の自由な翼を悠々と広げる皆様、如何お過ごしで

しょうか。昨今、電子書籍は然り大学の資料や国立国会図書館に保管される貴重

なデータなども薄い板一枚の上で広げる事が可能となり、情報は大変容易に手

元に届くようなのです。しかし、「何時でも読める」手軽さは「今読まない」為

の最適な言い訳でもあるでしょう。中学生の頃に読んだ太宰治の斜陽は、憧れる

ような生き様であり反面教師のような立ち位置にありました。しかし不幸にも

高専という地に自ら足を踏み入れ、欠課次数と肩を組みながら全国を放浪する

楽しさを覚えてしまった今、改めて読み返せばきっと妥協に近しい同情を覚え

ることでしょう。また幾つか歳を重ね米と米麹に溺れる頃には、胸ポケットに納

まる免罪符と化けるかもしれません。綴られた文字記号はいつまでもインクが

形を維持してくれますが、読み取れる内容は一刻々々を持って変わり続けます。

酸いも甘いも青い春を送る今現在だからこそ読み取れる言葉が、きっとあるは

ずです。明日も今日も回り続ける日常の何処かで思い出すような体験を「歴史的

である」と決めつけられるのですから、好き勝手に決めた歴史の裏付けにその時

だけの言葉を当てはめる必要があると私は考えます。この春は背表紙を見て衝

動買いし積読することをステータスと自称し始める前に、まずは文中に現れた

単語の意味を文脈から補完せず辞書か記憶から引くことから始めてみて下さい。  

                       （３Ａ郭龍佑：編集後記担当） 



  



 


